
 

 

 

 

「食べる楽しみを続けるために」 

－安全に食べるための介助・姿勢について－ 

 

日 時：2014 年 2 月 27 日（木曜日）  

午後 3 時 30 分～午後 5 時 30 分 
 

場 所：大阪人間科学大学 庄屋学舎Ｂ号館 4 階 401 教室  

摂津市庄屋 1-12-13 

阪急京都線「正雀駅」から徒歩 5 分・ＪＲ京都線「岸辺駅」から徒歩 10 分 

 

講 演：岡 孝夫 （言語聴覚士） 

（大阪人間科学大学 医療心理学科 言語聴覚専攻 助教） 

             

             

 

主催：大阪人間科学大学 公開講座委員会  

後援：摂津市 

協賛：キューピー㈱  ㈱クリニコ
森永乳業グループ

  ㈱明治 

 

第 23 回 地域学術交流サロン 
 

≪言語聴覚士（Speech Therapist）とは≫ 

言語聴覚士は、ことばや聞こえ、飲み込みなどに障が

いのある方の機能回復や発達の援助を行うリハビリ

テーションの専門職（国家資格）です。 



＜内容＞ 

超高齢社会を迎え、高齢者の死亡原因の一位は肺炎となりました。その中でも、

食べ物等の異物が肺に入ることにより発症する肺炎（誤嚥
ご え ん

性
せい

肺炎
はいえん

）と診断され

る方は多くおられます。 

そこで今回は、誤嚥
ご え ん

性
せい

肺炎
はいえん

を予防するとともに、食べることの仕組み（嚥下
え ん げ

）、

そして長く食べ続けるための介助方法等を実際の食品も試食体験していきなが

ら、お話ししたいと思います。 

次のような症状がある場合は嚥下
え ん げ

障害
しょうがい

が疑われます。 

   

  

 

 

 

  

 

 

 

□ 受講費用：無料 

□ 受講資格：どなたでもご参加いただけます。  

□ 定  員：50 名              

□ そ の 他：お申込みの必要はございません。当日、直接会場へお越しください。 

       

    お問い合わせ先 

       大阪人間科学大学 大学事務室「公開講座」係 

       電話 06-6381-3000   ＦＡＸ 06-6381-3502 

 

学校法人 薫英学園 
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